
































































































1 女 30代 内モンゴル 0 12年 12年
2 女 20代 陝西省 1年 7年 8年
3 女 20代 山東省 9ヶ月 7年 7年 9ヶ月
4 男 20代 山東省 0 4 年 4 年
5 女 20代 黒竜江省 3年 3年 6年
6 女 20代 黒竜江省 4年 6年 10年
7 男 20代 黒竜江省 2年 3年 5年
8 女 30代 山東省 8年 3年 11年
9 女 20代 黒竜江省 9ヶ月 7年 7年 9ヶ月
10 女 20代 山東省 0 3 年 3 年
11 女 20代 山東省 4年 2年 6年












13 男 20代 上海市 0 ‌3 年 3 年
14 男 20代 上海市 1年 ‌3 年 4 年
15 男 20代 　江蘇省＊ 6 ヶ月 ‌3 年 3.5年
16 男 20代 福建省 0 ‌5 年 5 年
17 男 30代 上海市 0 ‌7 年 7 年
18 男 20代 福建省 0 ‌8 年 8 年
19 女 20代 上海市 9ヶ月 ‌5 年 5 年 9 ヶ月
20 男 20代 　江蘇省＊ 6 ヶ月 ‌2 年 2 年 6 ヶ月
21 男 20代 福建省 8年 2.5年 10.5年









































/t/ /d/ /k/ /g/ /p/ /b/
［ta］ ［da］ ［ka］ ［ga］
［ki］
［kɯ］ ［bɯ］
























評価基準 評価者 1 評価者 2 評価者 3 評価者 4
①特に感じません
1 ‌ 2 ‌ 5 ‌ 7
8 ‌ 9 ‌10‌13
14˜‌20‌22
1 ‌ 2 ‌ 4 ‌ 5
7 ‌ 8 ‌10
13˜‌22
1 ‌ 5 ‌ 6 ‌10
11‌13
16˜‌22





3 ‌ 4 ‌ 6
11‌21 6 ‌ 9 ‌11
2 ‌ 3 ‌ 8
9 ‌14‌15 4 ‌14‌17
























































学習者 3 学習者 4 学習者 6 学習者 9 学習者11 学習者12 学習者14
①しんがく 2 1（が） 1（が） 1（が） 0 2（が、く） 2（が、く） 1（が）









④にゅうがくしけん 3 1（け） 2（が、く） 1（が） 1（け） 2（く、け） 2（が、け） 2（が、く）
⑤ちしき 1 0 1（き） 0 1（き） 1（き） 1（き） 1（き）










⑧じぶんのあたまで 3 2（ぶ、で） 3（‌ぶ、で、た）2（ぶ、で） 1（で） 2（た、で） 2（ぶ、で） 1（ぶ）






⑩といわれています 2 1（と） 2（と、て） 2（と、て） 1（と） 2（と、て） 2（と、て） 0























学習者 1 学習者 2 学習者 5 学習者 7 学習者 8 学習者10 学習者13 学習者15 学習者16 学習者17 学習者18 学習者19 学習者20 学習者21 学習者22
①しんがく 2 1（が） 1（が） 1（が） 0 2（が、く）1（が） 0 1（が） 0 1（が） 0 1（が） 0 0 0
②とく1にだいがく2 5 2（だ、が）1（だ） 2（だ、が）0 1（だ） 2（だ、が）1（だ） 0 0 1（が） 1（が） 2（だ、が）0 0 1（が）
③‌じゅけんべんきょう
がたいへんです
6 1（が） 0 0 0 0 0 2（べ、で）1（べ）
3（‌べ、が、
で）
2（べ、で）2（べ、で）1（が） 1（べ） 0 0
④にゅうがくしけん 3 2（が、く）1（け） 2（く、け）1（く） 2（く、け）0 1（く） 1（く） 0 1（く） 0 1（が） 0 0 2（が、く）
⑤ちしき 1 0 0 1（き） 1（き） 0 0 0 0 1（き） 1（き） 1（き） 1（き） 1（き） 0 0



























1（が） 0 1（が） 0 1（が） 0 0 0
⑩といわれています 2 2（と、て）2（と、て）2（と、て）0 2（と、て）1（と） 1（て） 1（と） 1（て） 0 0 2（と、て）0 0 0





















学習者 1 学習者 2 学習者 3 学習者 4 学習者 5 学習者 6 学習者 7 学習者 8 学習者 9 学習者10 学習者11 学習者12
①しんがく 2 1（が） 1（が） 1（が） 1（が） 1（が） 1（が） 0 2（が、く） 0 1（が） 2（が、く） 2（が、く）
②とく1にだいがく2 5 2（だ、が） 1（だ） 2（だ、が） 0 2（だ、が）
3（‌く1、だ、
が）
0 1（だ） 1（だ） 2（だ、が） 2（く1、だ） 2（だ、が）
③‌じゅけんべんきょう
がたいへんです










④にゅうがくしけん 3 2（が、く） 1（け） 1（け） 2（が、く） 2（く、け） 1（が） 1（く） 2（く、け） 1（け） 0 2（く、け） 2（が、け）
⑤ちしき 1 0 0 0 1（き） 1（き） 0 1（き） 0 1（き） 0 1（き） 1（き）
























⑧じぶんのあたまで 3 1（で） 2（‌ぶ、で） 2（ぶ、で）
3（‌ぶ、で、
た）









⑩といわれています 2 2（と、て） 2（と、て） 1（と） 2（と、て） 2（と、て） 2（と、て） 0 2（と、て） 1（と） 1（と） 2（と、て） 2（と、て）























学習者13 学習者14 学習者15 学習者16 学習者17 学習者18 学習者19 学習者20 学習者21 学習者22
①しんがく 2 0 1（が） 1（が） 0 1（が） 0 1（が） 0 0 0









2（べ、で）2（べ、で）1（が） 1（べ） 0 0
④にゅうがくしけん 3 1（く） 2（が、く）1（く） 0 1（く） 0 1（が） 0 0 2（が、く）
⑤ちしき 1 0 1（き） 0 1（き） 1（き） 1（き） 1（き） 1（き） 0 0














1（が） 1（が） 0 1（が） 0 1（が） 0 0 0
⑩といわれています 2 1（て） 0 1（と） 1（て） 0 0 2（と、て）0 0 0
合　　　計 31 11 11 7 9 8 6 12 3 0 5
中国語を母語とする上級日本語学習者の日本語発話の「強さ」についての一考察　75
6 ．今後の課題
　本研究では、中国語母語話者の日本語発話を文単位で日本語母語話者に評価
してもらうため、破裂音がその破裂音を含む音節における位置（語頭・語中・
語尾）を考察の要素としなかった。また、考察と分析は破裂音のバーストスパ
イクに焦点を絞って行ったため、有声と無声の区別をしなかった。今後の課題
として、統計的にもっと意味のあるデータを得るように、分析対象者の人数を
増やし、録音条件をさらに考慮した実験を行う予定である。また、習熟度別に
中国語母語話者の日本語発話の強さと破裂音との関係を考察するため、中級、
初級レベルに当たる学習者のデータも収集し、有声破裂音と無声破裂音に分け、
男女差の影響も視野に入れ、中国語母語話者の日本語発話の強さと破裂音との
関係を明らかにしたい。
　本研究をもって、中国語を母語とする日本語学習者、特に中国語北方方言話
者に、破裂音が日本語音声言語において重要であることを気づいてもらいたい。
また、日本語母語話者に「強い」と感じさせないような、自然でなめらかな日
本語を身に付けることを目指す学習者に、本研究が少しでも役に立つことを期
待する。
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